
１．件名：東京電力福島第一原子力発電所の事故分析に関する面談 

２．日時：令和４年１０月１７日（月）１７時００分～１８時００分 

３．場所：原子力規制庁 ６階会議室 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部 東京電力福島第一原子力発電所事故対策室 

岩永企画調査官、木原室長補佐、佐藤管理官補佐、佐藤室長補佐、安部室長

補佐、小西係長、上ノ内教官 

 東京電力ホールディングス株式会社 福島第一廃炉推進カンパニー 

飯塚理事（廃炉技術担当） 

燃料デブリ取り出しプログラム部 担当者１名 

プロジェクトマネジメント室 担当者１名 

 

５．要旨 

○原子力規制庁から、東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析に係

る検討会（以下「事故分析検討会」という。）にて原子力規制庁が説明等し

ている福島第一原子力発電所２号機及び５号機のシールドプラグの下方変

形について、東京電力ホールディングス株式会社（以下「東京電力」という。）

に対して、下方変形の発生要因に関する確認状況等の説明を求めた。 

○これに対して、東京電力から、社内関係者への聴取、関係書類の確認等を行

っている旨、説明があった。 

○東京電力からの説明内容を踏まえて、原子力規制庁から、引き続き確認等を

進めるとともに、今後の事故分析検討会にてシールドプラグの下方変形に対

する東京電力としての考え方を説明するよう求め、東京電力から了解した旨

の回答があった。 

 

６．資料 

   なし 

         以上 


